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立
秋
と
そ
の
前
後
の
三
日
間
。

今
に
も
雨
が
降
り
そ
う
な
曇
天
に

始
ま
り
、
最
終
日
に
よ
う
や
く
信

州
ら
し
く
爽
や
か
に
晴
れ
た
集
中

コ
ー
ス
夏
の
部
。
今
回
は
、
遠
く

は
大
阪
か
ら
、
近
く
は
南
箕
輪
村

か
ら
総
勢
七
名
の
方
々
が
参
加
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
初
日
は
、
自
己
紹
介
の
後
、
そ

れ
で
は
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
使
っ
て

み
ま
し
ょ
う
と
現
場
へ
。
チ
ェ
ー

ン
ソ
ー
を
手
に
す
る
の
は
初
め
て

の
方
も
、
普
段
薪
を
伐
っ
て
い
ま

す
と
い
う
方
も
、
エ
ン
ジ
ン
の
始

動
方
法
や
使
用
時
の
注
意
事
項
を

聞
い
て
、
ま
ず
は
丸
太
の
輪
切

設
定
し
て
、
胸
の
高
さ
で
直
径

を
、
梢
と
根
元
を
探
し
て
樹
高
を

測
り
ま
す
。
林
齢
は
切
り
株
の
年

輪
を
数
え
る
か
、
所
有
者
に
植
え

た
年
を
聞
く
の
が
い
い
の
で
す

が
、
今
回
は
45
年
で
。
そ
う
し
て
、

持
ち
帰
っ
た
デ
ー
タ
を
相
対
幹
距

比
や
地
位
指
数
、
林
分
形
状
比
で

分
析
し
、
現
状
診
断
。
そ
こ
か
ら
、

何
年
後
に
次
回
の
手
入
れ
を
す
る

か
を
決
め
、
人
工
林
と
い
う
こ
と

も
あ
り
資
源
生
産
を
継
続
す
る
た

め
の
Sr
を
設
定
す
る
。
将
来
の
樹

高
を
地
位
指
数
曲
線
図
か
ら
求
め

る
と
、
相
対
幹
距
比
の
計
算
式
を

逆
算
し
て
ha
当
り
の
保
残
木
本
数

を
割
り
出
し
ま
し
た
。
雨
と
な
っ

た
夕
方
か
ら
は
、
パ
ン
ク
し
そ
う

な
体
と
頭
を
交
流
会
で

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
。

　
そ
し
て
二
日
目
。
午

前
中
は
昨
日
の
復
習
。

園
田
班
は
再
度
プ
ロ
ッ

ト
調
査
に
出
か
け
て
現

状
把
握
の
精
度
を
高
め

て
手
入
れ
の
計
画
を
修

正
し
、
小
泉
班
は
練
習

問
題
で
ス
ギ
林
分
の
施

業
計
画
を
立
案
し
て
み

ま
し
た
。

　
午
後
は
、
い
よ
い
よ

間
伐
。
初
日
に
練
習
し

た
受
け
口
に
、
直
径
の

十
分
の
一
の
「
つ
る
」
を
残
し
な

が
ら
、
受
け
口
高
さ
の
三
分
の
二

の
位
置
で
水
平
に
「
追
い
口
」
を

伐
っ
て
い
く
伐
倒
で
す
。
蝶
番
に

な
る
よ
う
に
つ
る
を
残
し
て
伐
り

倒
し
ま
す
。
枝
払
い
は
一
瞬
の
フ

ル
ス
ロ
ッ
ト
ル
で
幹
に
沿
っ
て
滑

ら
か
に
、
造
材
は
伐
り
口
の
開

く
・
閉
じ
る
と
、
丸
太
の
浮
き
沈

み
の
動
き
を
見
な
が
ら
、
回
し
伐

り
ま
す
。
丸
太
は
数
本
づ
つ
寄
せ

て
お
き
ま
し
た
。

　
こ
う
し
て
三
日
目
。
午
前
中
は

伐
木
造
材
の
つ
づ
き
。
斜
め
伐
り

か
ら
受
け
口
を
伐
る
方
法
へ
の
挑

戦
や
か
か
り
木
に
な
り
そ
う
な
木

に
あ
ら
か
じ
め
ロ
ー
プ
を
付
け
て

伐
倒
を
行
い
ま
し
た
。

　
昼
休
み
に
は
、
ぶ
り
縄
を
や
っ

て
み
た
り
し
て
、
午
後
は
、「
ひ
っ

ぱ
り
だ
こ
」
で
の
簡
単
ウ
ィ
ン
チ

集
材
。
機
械
の
設
置
場
所
は
搬
出

口
。
そ
こ
と
丸
太
を
寄
せ
た
椪
の

位
置
関
係
や
残
っ
て
い
る
立
木
を

つるを残して

直径巻尺より太い木は

り
・
玉
切
り
。
下
刃
（
腹
側
）
で

伐
り
下
ろ
し
、
上
刃
（
背
側
）
で

伐
り
上
げ
、
下
刃
と
上
刃
を
組
み

合
わ
せ
て
回
し
伐
り
ま
し
た
。
地

面
に
立
て
た
丸
太
で
は
受
け
口
伐

り
の
練
習
を
。
立
ち
位
置
や
姿
勢

を
吟
味
し
て
、
水
平
伐
り
と
斜
め

伐
り
を
幾
度
と
な
く
繰
り
返
し
ま

し
た
。

　
午
後
は
、
直
径
巻
尺
や
ワ
イ
ゼ

測
高
器
で
の
測
樹
。
プ
ロ
ッ
ト
を

見
回
し
て
集
め
る
路
線
を
考
え
ま

す
。
滑
車
を
使
っ
て
の
折
り
返
し

で
方
向
を
変
え
る
こ
と
が
出
来
た

り
、
ち
ょ
っ
と
重
い
け
れ
ど
、
本

体
を
移
動
さ
せ
て
集
材
す
る
こ
と

が
で
き
る
自
称
携
帯
型
ウ
ィ
ン
チ

で
の
集
材
で
し
た
。

　
そ
ん
な
ア
ッ
と
い
う
間
の
三
日

間
。
森
の
状
態
を
調
査
・
把
握
し
、

将
来
を
考
え
て
施
業
の
計
画
を
立

て
、
残
す
木
を
決
め
て
間
伐
を
行

い
、
伐
っ
た
材
は
利
用
す
る
た
め

に
集
め
て
出
す
。
こ
の
流
れ
の
な

か
で
、「
何
か
」
を
一
つ
で
も
持
ち

帰
っ
て
頂
け
た
で
し
ょ
う
か
。
森

林
塾
は
「
何
か
」
を
提
供
で
き
た

で
し
ょ
う
か
。

　
忘
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
や
疑
問

質
問
な
ど
は
、
遠
慮
な
く
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら

も
何
ら
か
の
形
で
お
付
き
合
い
を

さ
せ
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
三

日
間
お
疲
れ
様
で
し
た
。

回し伐る時の動かし方
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88888
時時時時時
4040404040
分分分分分

　　　　　
島
﨑
先
生
の
山
小
屋
に
早
く
も

集
合
。早
川
講
師
の
挨
拶
と
事

務
局
か
ら
の
日
程
説
明
。塾
生

の
方
々
や
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
の
方
々
の
自
己
紹
介
。

99999
時時時時時
55555
分分分分分

　　　　　
駆
け
つ
け
て
く
れ
た
島
﨑
先
生

か
ら
日
本
の
森
林
や
林
業
、担

い
手
の
現
状
の
お
話
を
伺
う
。

99999
時時時時時
2020202020
分分分分分

　
班
分
け
・
身
支
度
を
し
て
小
屋

近
く
の
現
場
へ
。
到
着
後
、
早

川
講
師
か
ら
、チ
ェ
ー
ン
ソ
ー

の
構
造
や
始
動
方
法
、取
扱
時

の
注
意
事
項
の
説
明
を
受
け

る
。
そ
の
後
、
各
班
に
分
か
れ

て
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
始
動
、丸

太
伐
り
を
行
う
。下
刃（
腹
刃
）

で
伐
り
下
げ
、
上
刃
（
背
刃
）

で
伐
り
上
げ
、そ
し
て
奥
〜
上

〜
手
前
下
の
回
し
伐
り
。

1010101010
時時時時時
3030303030
分分分分分

　　　　　
地
面
に
立
て
た
丸
太
を
使
っ

て
、
受
け
口
伐
り
の
練
習
。

ポ
ー
ル
を
任
意
の
伐
倒
方
向

に
立
て
、受
け
口
伐
り
位
置
に

立
つ
。水
平
伐
り
は
直
径
の
三

分
の
一
。斜
め
伐
り
は
45
度
に

水
平
線
へ
。
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー

バ
ー
の
カ
ー
ブ
の
部
分
を
持

つ
と
45
度
に
な
り
ま
す
。こ
の

水
平
伐
り
と
斜
め
伐
り
は
一

連
の
作
業
で
。
伐
っ
た
口
の

前
に
立
っ
て
み
て
方
向
の
確

認
。

1212121212
時時時時時

　　　　　
小
屋
へ
戻
っ
て
昼
食
。

1313131313
時時時時時

　　　　　
信
州
鋸
の
紹
介
。
茅
野
市
の
手

打
ち
鋸
。興
味
の
あ
る
方
は
商

工
会
へ
問
合
せ
願
い
ま
す
。

1313131313
時時時時時
2020202020
分分分分分

　
森
林
調
査
に
つ
い
て
の
早
川
講

師
の
講
義
。
そ
の
目
的
や
直

径
・
樹
高
・
林
齢
の
測
り
方
。

1414141414
時時時時時
1515151515
分分分分分

　
小
屋
か
ら
程
近
い
現
場
の
ヒ
ノ

キ
林
へ
移
動
し
て
測
樹
開
始
。

20
ｍ
四
方
ま
た
は
10
ｍ
四
方

の
プ
ロ
ッ
ト
を
設
置
。
ま
ず

は
、プ
ロ
ッ
ト
内
の
全
て
の
木

の
太
さ
を
直
径
巻
尺
で
測
る
。

山
側
に
立
ち
、胸
の
高
さ
で
水

平
に
。樹
高
は
選
抜
し
た
数
本

に
つ
い
て
ワ
イ
ゼ
測
高
器
で

測
定
。ポ
ー
ル
を
使
っ
て
目
測

も
し
て
み
ま
し
た
。
林
齢
は
、

45
年
で
。

1515151515
時時時時時
4545454545
分分分分分

　　　　　
小
屋
へ
戻
っ
て
休
憩

を
と
っ
た
後
、
デ
ー

タ
整
理
。
現
状
の
地

位
指
数
と
相
対
幹

距
比
、
林
分
形
状
比

を
求
め
る
。
地
位
指

数
は
樹
種
と
林
齢

と
上
層
樹
高
か
ら
。

相
対
幹
距
比
は
プ

ロ
ッ
ト
内
本
数
を

ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た

り
に
計
算
し
な
お

し
た
数
と
上
層
樹

高
か
ら
。
林
分
形
状

比
は
平
均
直
径
と
平
均
樹
高

か
ら
。
小
泉
班
の
調
査
結
果

は
、
上
層
樹
高
24
.
5
ｍ
、
ヘ

ク
タ
ー
ル
当
た
り
本
数
7
5

0
本
と
な
り
、
地
位
指
数
は

23
、
相
対
幹
距
比
は
14
.
7
、

林
分
形
状
比
は
82
。
ど
ん
な
山

に
し
て
い
く
か
今
後
の
計
画

を
考
え
る
。

1717171717
時時時時時
3030303030
分分分分分

　
講
師
講
評
後
、
終
了
。

1818181818
時時時時時
3030303030
分分分分分

　
雨
天
に
な
っ
た
の
で
ビ
ニ
ー
ル

シ
ー
ト
を
天
井
に
し
て
、
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
に
ビ
ー
ル
の
交
流

会
開
始
。
焼
き
そ
ば
が
登
場
す

る
頃
に
は･･･

。

88888
月月月月月
77777
日日日日日
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金
）
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金
）
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）
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金
）
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88888
時時時時時
3030303030
分分分分分

　　　　　
島
﨑
先
生
の
山
小
屋
に
集
合
。

日
程
説
明
の
あ
と
、
園
田
班
は

再
度
プ
ロ
ッ
ト
調
査
へ
。小
泉

班
は
練
習
問
題
の
ス
ギ
林
分

デ
ー
タ
の
分
析
。

1010101010
時時時時時
3030303030
分分分分分

　　　　　
園
田
班
、
測
樹
を
終
え
デ
ー
タ

分
析
。
結
果
は
、
上
層
樹
高
18

ｍ
、ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り
本
数

9
7
5
本
、相
対
幹
距
比
17
.

7
、
地
位
指
数
17
、
林
分
形
状

比
68
と
な
り
、今
後
の
方
針
を

決
め
て
い
く
。

1111111111
時時時時時
4545454545
分分分分分

　
各
班
で
施
業
方
針
を
策
定
。
目

的
と
次
回
の
手
入
れ
を
何
年

後
に
す
る
か
を
決
め
、そ
の
時

の
Sr
を
設
定
。地
位
指
数
曲
線

図
か
ら
上
層
樹
高
を
予
測
し

て
、相
対
幹
距
比
の
計
算
式
を

逆
算
す
る
。
小
泉
班
は
、
10
年

後
の
Sr
が
17
を
維
持
で
き
る

よ
う
に
、今
回
ha
当
た
り
2
7

7
本
伐
る
施
業
を
計
画
。園
田

班
は
現
状
の
Sr
17
.
7
を
10

年
後
も
維
持
で
き
る
よ
う
に
、

斜め伐りと方向

ワイゼに苦闘

集材路と滑車
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今
回
ha
当
た
り
90
本
伐
る
施

業
を
計
画
し
ま
し
た
。ど
ち
ら

の
班
も
資
源
林
と
し
て
細
く

形
質
の
悪
い
木
を
間
伐
す
る

方
針
と
な
り
ま
し
た
。

1212121212
時時時時時

　　　　　
小
屋
で
昼
食
。

1313131313
時時時時時
1010101010
分分分分分

　　　　　
富
県
の
間
伐
現
場
へ
向
か
う
。

1313131313
時時時時時
4040404040
分分分分分

　
各
班
で
機
材
を
準
備
し
て
、
い

よ
い
よ
伐
倒
。
樹
幹
の
傾
き
・

枝
張
り
か
ら
伐
倒
方
向
を
決

め
る
。
退
避
路
の
確
保
や

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
バ
ラ
ン
ス
、

伐
倒
に
あ
た
っ
て
の
立
ち
位

置
な
ど
の
説
明
を
受
け
、初
日

に
練
習
し
た
受
け
口
に
、直
径

の
十
分
の
一
の
「
つ
る
」
を
残

し
、受
け
口
高
さ
の
三
分
の
二

の
位
置
で
水
平
に
「
追
い
口
」

を
伐
る
伐
木
。幹
に
沿
っ
て
一

瞬
一
瞬
の
フ
ル
ス
ロ
ッ
ト
ル

で
枝
を
払
い
、2
ｍ
の
長
さ
に

玉
切
る
造
材
。丸
太
は
数
本
づ

つ
寄
せ
て
お
き
ま
し
た
。

1616161616
時時時時時
55555
分分分分分

　　　　　
作
業
を
を
終
了
し
、
小
屋
へ
戻

る
。

1616161616
時時時時時
4545454545
分分分分分

　　　　　
雨
の
た
め
、
鳩
吹
公
園
の
東
屋

で
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
。エ
ア
ク
リ
ー
ナ
ー
の

掃
除
の
時
は
、チ
ョ
ー
ク
状
態

で
。
カ
バ
ー
を
は
ず
し
て
、

バ
ー
と
ソ
ー
チ
ェ
ー
ン
を
分

離
し
て
バ
ー
の
溝
や
オ
イ
ル

孔
を
入
念
に
掃
除
。

1717171717
時時時時時
2020202020
分分分分分

　
講
師
講
評
の
あ
と
終
了
、
解

散
。

88888
月月月月月
88888
日日日日日
（
土
）

（
土
）

（
土
）

（
土
）

（
土
）

88888
時時時時時
2525252525
分分分分分

　　　　　
島
﨑
先
生
の
山
小
屋
へ
集
合
。

日
程
説
明
の
後
、早
川
講
師
に

よ
る
伐
倒
の
復
習
講
義
。

88888
時時時時時
4545454545
分分分分分

　　　　　
装
備
を
確
認
し
身
支
度
を
し
て

現
場
へ
向
か
う
。

99999
時時時時時
1010101010
分分分分分

　
昨
日
に
続
い
て
間
伐
。
か
か
り

そ
う
な
木
に
は
ワ
ン
タ
ッ
チ

ラ
ダ
ー
で
登
っ
て
ロ
ー
プ
を

付
け
る
。幹
の
傾
き
や
枝
葉
の

量
を
よ
く
見
て
伐
倒
方
向
を

決
め
、
確
実
な
退
避
路
・
受
け

口
・
つ
る
・
追
い
口
を
。
丁
寧

な
枝
払
い
・
玉
切
り
を
。
安
定

し
た
姿
勢
・
足
幅
・
腰
の
位
置
・

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
保
持
。無
理

の
な
い
作
業
ペ
ー
ス
・
動
き
。

そ
う
い
う
こ
と
を
考
え
な
が

ら
。

1212121212
時時時時時
1515151515
分分分分分

　
現
場
に
て
昼
食
。
休
み
時
間
を

利
用
し
て
早
川
講
師
の
ぶ
り

縄
木
登
り
実
演
。塾
生
を
代
表

し
て
青
山
さ
ん
が
挑
戦
し
て

み
ま
し
た
。
ま
た
、
人
工
林
林

分
密
度
管
理
図
を
イ
ン
ト
ラ

小
泉
さ
ん
が
説
明
し
て
く
れ

ま
し
た
。

1313131313
時時時時時

　
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
目
立
て
を
イ

ン
ト
ラ
小
泉
さ
ん
が
実
演
。ス

チ
ー
ル
の
Ｍ
Ｓ
２
０
０
の
場

合
は
、
4
ミ
リ
の
丸
ヤ
ス
リ

で
。
30
度
・
ま
っ
す
ぐ
・
水
平
・

一
方
通
行
。
そ
し
て
、
ど
の
刃

も
同
じ
回
数
づ
つ
研
ぎ
ま
す
。

メ
ー
カ
ー
や
ソ
ー
チ
ェ
ー
ン

の
形
状
に
よ
っ
て
ヤ
ス
リ
の

大
き
さ
や
研
ぎ
方
が
異
な
り

ま
す
の
で
、取
扱
説
明
書
を
よ

く
読
み
ま
し
ょ
う
。

1313131313
時時時時時
3030303030
分分分分分

　
元
山
と
先
山
を
各
班
交
代
で

ひ
っ
ぱ
り
だ
こ
集
材
開
始
。本

体
重
量
が
25
Kg
、直
引
力
は
3

4
5
Kg
、と
い
う
可
搬
式
ウ
ィ

ン
チ
。燃
料
は
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー

と
共
通
の
混
合
油
。滑
車
と
組

み
あ
わ
せ
れ
ば
、間
伐
林
地
で

も
保
残
木
の
間
を
縫
っ
て
集

材
が
で
き
ま
す
。

1414141414
時時時時時
2020202020
分分分分分

　
作
業
を
終
了
し
、
小
屋
へ
。

1515151515
時時時時時

　
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
選
ぶ
と
き
の

コ
ツ
に
つ
い
て
な
ど
の
質
疑

応
答
。

1515151515
時時時時時
3030303030
分分分分分

　
講
師
総
括
の
後
、
終
了
、
解
散
。

お
疲
れ
様
で
し
た
。

参
加
者
／
青
山
さ
ん
、
岡
島
さ

ん
、
熊
木
さ
ん
、
小
池
さ
ん
、

小
林
さ
ん
、
佐
藤
さ
ん
、
前
澤

さ
ん

講
師
／
早
川
講
師

ス
タ
ッ
フ
／
小
泉
、
園
田
、
坂
野

次
回
以
降
の
予
定

次
回
以
降
の
予
定

次
回
以
降
の
予
定

次
回
以
降
の
予
定

次
回
以
降
の
予
定

第
六
第
六
第
六
第
六
第
六
・・・・・
七
回
七
回
七
回
七
回
七
回

　　　　　
88888
月月月月月
2121212121
・・・・・
2222222222
日日日日日
（
金
（
金
（
金
（
金
（
金
・・・・・
土
）
土
）
土
）
土
）
土
）

　
　
　
間
伐

　
　
　
間
伐

　
　
　
間
伐

　
　
　
間
伐

　
　
　
間
伐
①①①①①
・・・・・
集
材
集
材
集
材
集
材
集
材
①①①①①

　
特
別
講
師
の
島
﨑
先
生
に
よ
る

保
残
木
マ
ー
ク
法
の
考
え
方
と
間

伐
・
簡
単
集
材
。
二
日
間
と
も
に

測
量
・
測
樹
の
現
場
で
開
催
し
ま

す
。

　
一
日
目
は
、
前
回
の
施
業
方
針

か
ら
残
す
木
を
選
び
、
保
残
木

マ
ー
ク
法
の
考
え
方
に
触
れ
、
測

量
範
囲
の
林
分
を
間
伐
。
二
日
目

は
、
間
伐
の
続
き
と
「
ひ
っ
ぱ
り

だ
こ
」
と
い
う
簡
単
な
ウ
ィ
ン
チ

を
使
っ
た
集
材
を
行
う
予
定
で

す
。
マ
イ
装
備
・
マ
イ
道
具
、
ご

持
参
下
さ
い
。

　
両
日
と
も
に
8
時
30
分
、
島
﨑

先
生
の
山
小
屋
に
集
合
で
す
。

　
ま
た
、
初
日
夕
方
か
ら
は
、

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で
一
杯
、
暑
気
払

い
を
し
ま
し
ょ
う
。
山
小
屋
宿
泊

可
。
会
費
は
千
円
程
度
の
予
定
で

す
。
幹
事
さ
ん
募
集
中
。
寝
袋
を

お
持
ち
の
方
は
ご
持
参
願
い
ま

す
。

第
八
第
八
第
八
第
八
第
八
・・・・・
九
回
九
回
九
回
九
回
九
回

　　　　　
99999
月月月月月
1111111111
・・・・・
1212121212
日日日日日
（
金
（
金
（
金
（
金
（
金
・・・・・
土
）
土
）
土
）
土
）
土
）

　
　
　
間
伐

　
　
　
間
伐

　
　
　
間
伐

　
　
　
間
伐

　
　
　
間
伐
②②②②②
・・・・・
集
材
集
材
集
材
集
材
集
材
②②②②②

　
間
伐
・
集
材
の
第
二
回
目
。

　
一
日
目
は
、
間
伐
を
じ
っ
く
り

と
。
二
日
目
は
、「
キ
ャ
タ
ト
ラ
」

と
い
う
林
内
作
業
車
を
使
っ
た
集

材
を
二
班
一
組
で
行
う
予
定
で

す
。

　
両
日
と
も
に
集
合
は
、
8
時
30

分
、
島
﨑
先
生
の
山
小
屋
で
す
。

マ
イ
装
備
・
マ
イ
道
具
、
ご
持
参

下
さ
い
。

　　　　　「「「「「こここここののののの道道道道道ををををを行行行行行けけけけけよよよよよ　　　　　
                                        行けばわかるさ」行けばわかるさ」行けばわかるさ」行けばわかるさ」行けばわかるさ」
　    荻上　慶荻上　慶荻上　慶荻上　慶荻上　慶

リリリリリレレレレレーーーーー通通通通通信信信信信
　
僕
は
山
梨
の
出
身
で
す
が
、
祖

母
の
家
が
塩
尻
に
あ
り
ま
す
。
山

際
に
建
っ
て
い
て
少
し
湿
っ
ぽ
い

け
れ
ど
と
て
も
涼
し
い
家
で
す
。

盆
暮
れ
に
は
家
族
と
来
て
何
日
も

過
ご
し
ま
し
た
。
祖
父
や
父
に
連

れ
ら
れ
て
裏
山
に
山
菜
採
り
に
歩

い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
夏
休
み

と
冬
休
み
の
開
放
感
も
あ
っ
て
長

野
県
を
好
き
に
な
り
ま
し
た
。
そ

れ
で
大
学
時
代
か
ら
長
野
県
に
住

み
着
い
て
い
ま
す
。

　
高
校
時
代
に
受
験
勉
強
で
環
境

問
題
を
知
り
ま
し
た
。
水
質
汚
濁

や
大
気
汚
染
も
怖
か
っ
た
の
で
す

が
、
世
界
中
の
森
林
が
ど
ん
ど
ん

消
失
し
て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
が
と
て
も
シ
ョ
ッ
ク
で
し

た
。
身
近
に
見
ら
れ
る
山
は
ど
れ

も
青
々
と
し
て
い
る
の
に
ど
う
い

う
こ
と
な
ん
だ
ろ
う
と
興
味
を
持

ち
ま
し
た
。
す
る
と
徐
々
に
日
本

の
森
林
の
現
状
が
お
ぼ
ろ
げ
な
が

ら
理
解
で
き
て
き
ま
し
た
。
日
本

は
国
土
の
三
分
の
二
が
山
林
で
あ
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◆
樹
の
コ
ラ
ム
◆

◆
樹
の
コ
ラ
ム
◆

◆
樹
の
コ
ラ
ム
◆

◆
樹
の
コ
ラ
ム
◆

◆
樹
の
コ
ラ
ム
◆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
の
は
し
ば
み
　
　
角
榛

つ
の
は
し
ば
み
　
　
角
榛

つ
の
は
し
ば
み
　
　
角
榛

つ
の
は
し
ば
み
　
　
角
榛

つ
の
は
し
ば
み
　
　
角
榛

　
樺
の
木
科
　
は
し
ば
み
属
の
落

葉
広
葉
樹
で
、
雌
雄
同
株
の
樹
で

す
。
花
は
三
月
か
ら
五
月
に
葉
の

展
開
前
、
雄
花
が
下
に
垂
れ
下

が
っ
て
咲
き
、
雌
花
は
頭
状
で
枝

の
先
に
赤
い
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
の

投稿大歓迎。ご意見、ご質問、ご
要望、事務局まで。

TEL　0265-70-7065
FAX　0265-70-7994

E-mail:
sh-sakano@koanet.co.jp
ki-hayakawa@koanet.co.jp
携帯:090-4463-0062（開催日）
URL http://www.koanet.co.jp

よ
う
な
可
愛
ら
し
い
小
さ
な
花
が

ち
ょ
こ
ん
と
咲
き
ま
す
。
こ
の
花

を
見
た
ら
角
榛
！
と
わ
か
る
と
て

も
特
徴
の
あ
る
花
で
す
。
で
も
小

さ
く
て
目
立
た
な
い
の
で
、
こ
の

樹
の
花
を
見
つ
け
る
に
は
、
ゆ
っ

く
り
歩
い
て
観
察
す
る
事
が
ポ
イ

ン
ト
か
も
。

　
葉
は
互
生
で
縁
に
は
、
重
鋸
歯

が
あ
り
、
見
慣
れ
て
く
る
と
、
他

の
葉
と
見
比
べ
て
も
ち
ょ
っ
と
菱

形
っ
ぽ
い
独
特
の
形
を
し
て
い
る

の
で
、
見
分
け
ら
れ
る
と
思
い
ま

す
。
も
う
一
つ
の
見
分
け
る
ポ
イ

ン
ト
は
、
若
葉
に
紫
褐
色
の
斑
紋

が
あ
る
の
で
そ
れ
を
た
よ
り
に
す

る
と
良
い
で
す
。

　
こ
の
木
の
実
は
日
本
の
ヘ
ー
ゼ

ル
ナ
ッ
ツ
と
も
言
わ
れ
、
昔
か
ら

食
用
と
し
て
食
べ
ら
れ
て
き
ま
し

た
。
果
実
の
形
も
す
ご
く
特
徴
が

あ
り
、
象
の
鼻
を
三
〜
四
個
真
ん

中
で
ギ
ュ
ッ
と
合
わ
せ
て
く
っ
つ

け
た
よ
う
な
形
の
も
の
が
出
来
、

こ
の
形
が
角
榛
の
名
の
由
来
の
よ

う
で
す
。

　
こ
の
角
榛
の
他
に
、
榛
と
言
う

樹
が
あ
り
、
こ
ち
ら
の
方
は
個
体

数
が
少
な
い
そ
う
で
す
。
葉
も
良

く
似
て
い
ま
す
が
、
葉
先
が
オ

ヒ
ョ
ウ
と
言
う
樹
の
葉
に
似
て
い

る
の
で
、
別
名
を
オ
ヒ
ョ
ウ
榛
と

も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
果
実
は
鐘

形
に
な
り
ま
す
。

　
私
は
角
榛
の
若
い
果
実
を
見
つ

け
た
事
は
あ
る
の
で
す
が
、
な
か

な
か
熟
す
時
期
に
訪
れ
る
事
が
で

き
ず
、
未
だ
味
わ
っ
た
こ
と
が
あ

り
ま
せ
ん
。
食
べ
た
事
の
あ
る
人

の
話
で
は
、
大
変
お
い
し
い
そ
う

で
す
。
ウ
ー
ン
残
念
。
今
年
こ
そ

は･･･

と
思
っ
て
い
る
の
で
す
が

果
た
し
て
。
角
榛
は
、
山
を
歩
い

て
い
る
と
、
結
構
見
つ
け
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
、
大
き
な
角
榛
の

樹
を
見
つ
け
た
場
所
を
覚
え
て
お

け
ば
、
秋
に
訪
れ
た
と
き
は
手
に

入
る
と
思
い
ま
す
。

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　「
鳶
」

◆
お
わ
り
に
◆

◆
お
わ
り
に
◆

◆
お
わ
り
に
◆

◆
お
わ
り
に
◆

◆
お
わ
り
に
◆

　
西
日
本
の
豪
雨
、
駿
河
湾
を
震

源
と
し
た
地
震
、
日
照
不
足
の
農

作
物
の
作
況
な
ど
心
配
が
続
く

夏
。
皆
様
、
ご
自
愛
願
い
ま
す
。

　

り
、
戦
後
の
国
策
で
大
規
模
植
林

さ
れ
た
人
工
林
が
か
な
り
の
面
積

を
占
め
て
い
る
こ
と
、
１
９
７
０

年
代
の
高
度
成
長
期
に
外
国
材
の

輸
入
が
促
進
さ
れ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

革
命
と
相
俟
っ
て
、
国
内
の
森
林

に
関
わ
る
こ
と
が
経
済
的
に
厳
し

く
な
り
担
い
手
の
減
少
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
こ
と
、
手
を
か
け
て
も

ら
う
は
ず
の
人
工
林
の
木
々
が
そ

の
ま
ま
窮
屈
に
茂
っ
て
し
ま
っ
て

い
る
こ
と
、
結
果
的
に
水
源
涵
養

な
ど
の
機
能
も
低
下
し
て
し
ま
っ

て
い
る
こ
と
な
ど
な
ど
。
鬱
蒼
と

茂
っ
た
森
は
本
来
の
姿
で
は
な

か
っ
た
ん
だ
、
資
源
の
少
な
い
日

本
な
の
に
、
資
源
に
す
る
は
ず
の

森
林
を
捨
て
置
い
て
き
て
し
ま
っ

て
い
る
ん
だ
と
思
う
と
、
と
て
も

残
念
で
悔
し
く
感
じ
ま
し
た
。

　
教
育
学
部
を
卒
業
し
、
教
員
と

し
て
勤
め
な
が
ら
も
悶
々
と
し
て

い
ま
し
た
。
自
分
は
体
力
に
特
に

自
信
が
あ
る
わ
け
で
も
な
い
し
、

誰
か
森
林
に
入
っ
て
現
状
を
改
善

し
て
ほ
し
い
な
あ
と
、
山
を
見
る

た
び
に
思
い
ま
し
た
。
日
常
業
務

に
忙
殺
さ
れ
つ
つ
も
、
年
が
経
つ

に
つ
れ
て
放
置
さ
れ
続
け
悪
化
し

て
い
く
森
林
を
、
一
刻
も
早
く
何

と
か
し
な
け
れ
ば
と
い
う
思
い
は

募
る
一
方
で
し
た
。

　
昨
今
の
新
聞
報
道
や
県
の
森
林

税
導
入
な
ど
に
背
中
を
押
さ
れ
、

森
林
関
係
の
仕
事
に
就
き
た
い
と

決
心
し
ま
し
た
。
県
職
員
の
立
場

か
ら
比
べ
る
と
収
入
は
激
減
し
ま

す
。
林
業
は
命
の
危
険
も
伴
い
ま

す
。
し
か
し
、
迷
い
な
が
ら
教
員

を
続
け
定
年
ま
で
勤
め
て
も
、
大

き
な
後
悔
が
残
る
気
が
し
た
の
で

す
。
周
囲
か
ら
は
「
よ
く
奥
さ
ん

が
許
し
て
く
れ
た
ね
」
と
多
く
言

わ
れ
ま
し
た
。
教
職
は
僕
に
は
向

い
て
い
な
く
て
、
そ
の
愚
痴
や
弱

音
を
毎
日
の
よ
う
に
聞
か
さ
れ
て

い
た
と
は
い
え
、
転
職
に
同
意
し

て
く
れ
た
妻
に
は
と
て
も
感
謝
し

て
い
ま
す
。

　
動
き
始
め
た
の
は
昨
年
の
終
わ

り
頃
か
ら
で
し
た
。
長
野
の
林
業

労
働
支
援
財
団
に
相
談
に
行
っ
た

と
こ
ろ
、
教
員
を
辞
め
て
林
業
を

や
る
と
い
う
の
で
す
か
、
自
分
の

息
子
だ
っ
た
ら
は
り
倒
し
て
で
も

考
え
を
変
え
さ
せ
る
ね
、
と
言
わ

れ
ま
し
た
。
そ
の
時
は
び
っ
く
り

し
ま
し
た
が
、
今
思
え
ば
暖
か
い

言
葉
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
そ
の
と

き
、
こ
の
Ｋ
Ｏ
Ａ

さ
ん
の
森
林
塾

や
、
他
の
事
業
体

に
も
林
業
希
望
者

向
け
の
講
習
が
あ

る
こ
と
、
二
月
に

は
財
団
主
催
の
就

職
説
明
会
が
あ
る

こ
と
、
三
月
に
塩
尻
の
林
業
総
合

セ
ン
タ
ー
で
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
講
習

が
開
か
れ
る
こ
と
な
ど
を
教
え
て

も
ら
い
ま
し
た
。

　
二
月
の
就
職
説
明
会
は
と
ん
で

も
な
い
大
入
り
で
し
た
。
募
集
が

各
事
業
体
を
合
わ
せ
て
五
十
人
く

ら
い
、
応
募
す
る
人
は
ま
あ
六
十

人
か
ら
百
五
十
人
く
ら
い
じ
ゃ
あ

な
い
か
、
と
財
団
の
方
が
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
行
っ

て
み
た
ら
溢
れ
る
ほ
ど
の
人
数

で
、
定
刻
に
行
っ
た
僕
が
も
ら
っ

た
整
理
番
号
は
百
八
十
番
を
超
え

て
い
ま
し
た
。
聞
け
ば
五
百
人
近

い
希
望
者
が
来
て
い
た
そ
う
で

す
。
各
事
業
体
か
ら
の
説
明
会
で

す
よ
、
と
い
う
話
だ
っ
た
は
ず

が
、
行
っ
て
み
た
ら
、
就
職
面
接

で
す
、
希
望
の
方
は
積
極
的
に
事

業
体
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
く
だ
さ

い
、
と
説
明
さ
れ
た
の
に
も
面
食

ら
い
ま
し
た
。
森
林
組
合
な
ど
い

く
つ
か
の
ブ
ー
ス
を
回
り
、
労
働

の
現
状
を
お
聞
き
す
る
こ
と
が
で

き
た
こ
と
が
大
き
な
収
穫
で
し

た
。

　
結
局
四
月
か
ら
の
就
職
は
な
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
一
年
間
は

勉
強
期
間
と
肚
を
く
く
り
、
森
林

塾
を
は
じ
め
、
信
州
き
こ
り
講
座

や
単
発
の
間
伐
体
験
に
申
し
込
ん

で
参
加
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
木
曽
の
林
業
大
学
校
の
公
開

講
座
を
受
講
し
た
ら
上
松
の
赤
沢

自
然
林
が
と
て
も
良
い
所
だ
と
聞

き
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
ヒ
ノ
キ
間
伐
を
申

し
込
ん
で
一
泊
し
て
管
理
局
の
方

や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
方
の
気
持
ち
を
知
っ

た
り
、
原
村
の
村
民
の
森
の
間
伐

体
験
に
行
っ
た
ら
緑
化
創
造
舎
の

野
口
代
表
に
お
話
を
聞
く
こ
と
が

で
き
た
り
、
先
日
は
森
林
塾
の
あ

と
島
﨑
先
生
に
お
会
い
で
き
、
山

を
取
り
巻
く
現
状
に
対
す
る
熱
い

思
い
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
け
た
り

し
ま
し
た
。
僕
に
と
っ
て
こ
れ
ら

一
つ
一
つ
が
と
て
も
新
鮮
で
楽
し

く
、
ま
た
、
考
え
さ
せ
ら
れ
る
こ

と
し
き
り
で
す
。

　
林
業
の
世
界
に
興
味
を
持
ち
、

進
み
始
め
た
こ
と
を
後
悔
は
し
て

い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
木
の
名
前

一
つ
取
っ
て
も
わ
か
ら
な
い
こ
と

ば
か
り
、
木
材
を
生
産
し
て
搬
出

す
る
こ
と
を
生
業
と
す
る
に
は
、

ま
だ
ま
だ
学
ぶ
べ
き
事
が
た
く
さ

ん
あ
り
そ
う
で
す
。
伐
木
は
じ
め

技
能
の
面
は
さ
ら
に
奥
が
深
く
、

上
達
の
道
は
険
し
そ
う
で
す
。
不

作
法
な
人
間
で
非
礼
無
礼
が
た
く

さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
先
生

方
、
諸
先
輩
方
、
共
に
学
ぶ
十
六

期
生
の
皆
さ
ん
、
ど
う
か
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。


